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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エラストマー成分を１～３０重量％含む塩化ビニル系樹脂１００重量部、ウォラストナ
イトからなる針状無機物１０～６０重量部及び塩化ビニル系樹脂成形体用配合物からなる
塩化ビニル系樹脂組成物であって、
　該塩化ビニル系樹脂に前記配合剤を混合した後、上記針状無機物を添加し、ミキサーに
おいて周速度が５～４０ｍ／ｓｅｃにて３０秒～１０分間、ホットブレンドの条件で混合
して得られたものであることを特徴とする塩化ビニル系樹脂組成物。
【請求項２】
　エラストマー成分を１～３０重量％含む塩化ビニル系樹脂１００重量部、ウォラストナ
イトからなる針状無機物１０～６０重量部及び塩化ビニル系樹脂成形体用配合物からなる
塩化ビニル系樹脂組成物であって、
　該塩化ビニル系樹脂に前記配合剤を混合した後に、上記針状無機物を添加し、ミキサー
において剪断エネルギーが０．１～２０Ｊ／ｇの条件で混合して得られたものであること
を特徴とする塩化ビニル系樹脂組成物。
【請求項３】
　塩化ビニル系樹脂が、エラストマー成分１～３０重量％に塩化ビニルを主成分とするビ
ニルモノマー７０～９９重量％をグラフト共重合して得られるグラフト共重合体であるこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の塩化ビニル系樹脂組成物。
【請求項４】
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　ウォラストナイトからなる針状無機物が１０～４０重量部で配合されたものであること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の塩化ビニル系樹脂組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、塩化ビニル系樹脂組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、塩化ビニル系樹脂は機械的強度、耐薬品性等に優れた特性を有する材料として多く
の用途に使われており、雨樋や窓枠部材に使用する際には、熱収縮性、線膨張率を小さく
するために塩化ビニル系樹脂に針状又は板状無機物を添加することが提案されている。
【０００３】
しかし、このような無機物を添加することで耐衝撃性が悪くなるという欠点を有しており
、耐衝撃性を改良するために種々の衝撃改良剤を添加することが提案されている。
【０００４】
例えば、塩化ビニル系樹脂と針状又は板状無機充填剤と塩素化ポリエチレン、メチルメタ
クリレート－ブタジエン－スチレン共重合体、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン
共重合体、アクリル系樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体から選択される衝撃改良剤と
樹脂繊維からなる塩化ビニル系樹脂組成物が提案されている（例えば、特許文献１参照。
）。
【０００５】
【特許文献１】
特開２０００―３５５６４６号公報
【０００６】
しかしながら、上記塩化ビニル系樹脂組成物に、このような衝撃改良剤を添加しすぎると
、得られた成形体は針状又は板状無機充填剤の添加の効果が得られなくなり、機械的強度
、線膨張率、耐衝撃性等の性能が不足するという欠点があった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記従来技術の課題に鑑みてなされたものであり、従来品に比べて優れた線膨
張率、耐衝撃性を有する成形体を得ることができる塩化ビニル系樹脂組成物を提供するこ
とを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の塩化ビニル系樹脂組成物は、エラストマー成分を１～３０重量％含む塩
化ビニル系樹脂１００重量部、ウォラストナイトからなる針状無機物１０～６０重量部及
び塩化ビニル系樹脂成形体用配合物からなる塩化ビニル系樹脂組成物であって、該塩化ビ
ニル系樹脂に前記配合剤を混合した後に、上記針状無機物を添加し、ミキサーにおいて周
速度が５～４０ｍ／ｓｅｃの条件で混合してなることを特徴とする。
【０００９】
　本発明で使用されるエラストマー成分を１～３０重量％含む塩化ビニル系樹脂としては
、塩化ビニル単独重合体に公知の衝撃改良剤を配合したもの、又は塩化ビニルを主成分と
する塩化ビニルモノマーと共重合可能なモノマーとの共重合体によりエラストマー成分を
含有させたものが挙げられる。これらは単独で用いられても良く、２種類以上併用して用
いても良い。
【００１０】
上記塩化ビニルモノマーと共重合可能なモノマーとしては、例えば、エチレン、プロピレ
ン、ブチレン等のαオレフィン類；プロピオン酸ビニル等のビニルエステル類；エチルビ
ニルエーテル、ブチルビニルエーテル等のビニルエーテル類；メチル（メタ）アクリレー
ト、ブチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート等の（メタ）
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アクリレート類；スチレン、α－メチルスチレン等の芳香族ビニル類；フッ化ビニル、フ
ッ化ビニリデン、塩化ビニリデン等のハロゲン化ビニル類；Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ
－シクロヘキシルマレイミド等のＮ－置換マレイミド類等が挙げられる。これらのその他
の共重合性モノマーは、単独で用いられても良いし、２種類以上が併用されても良い。
【００１１】
上記塩化ビニル系樹脂の平均重合度は６００～３０００が好ましく、更に好ましくは８０
０～２０００である。平均重合度が６００未満であると機械的強度が不足する可能性があ
り、逆に平均重合度が３０００を超えると成形が困難になることがある。
【００１２】
尚、本発明において、平均重合度とは、塩化ビニル系樹脂をテトラヒドロフラン（ＴＨＦ
）に溶解させ、濾過により不溶成分を除去した後、濾液中のＴＨＦを乾燥除去して得た樹
脂を試料とし、ＪＩＳ　Ｋ－６７２１「塩化ビニル樹脂試験方法」に準拠して測定した平
均重合度を意味する
【００１３】
又、本発明で使用される塩化ビニル系樹脂の好適な例として、エラストマー成分１～３０
重量％に塩化ビニルを主成分とするビニルモノマー７０～９９重量％をグラフト共重合し
て得られるグラフト共重合体が挙げられる。
【００１４】
上記エラストマー成分は、塩化ビニル系樹脂に耐衝撃性を向上させるためのものであり、
単独重合体のガラス転移温度が－１４０℃以上０℃未満である、少なくとも１種類の（メ
タ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマー１００重量部と、多官能性モノ
マー０．１～１０重量部とからなるアクリル系共重合体が好ましい。
【００１５】
上記（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマーは、（メタ）アクリレ
ートを主体とする。即ち、（メタ）アクリレート単独若しくは（メタ）アクリレートを主
体（５０重量％以上含む）とする、（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマー
との混合物である。
【００１６】
上記（メタ）アクリレートは、室温で柔軟性を有するのが好ましく、その単独重合体のガ
ラス転移温度は－１４０℃以上０℃未満が好ましい。充分な柔軟性を、塩化ビニルを主成
分とするビニルモノマーをグラフト共重合して得られる塩化ビニル系樹脂に付与するため
には、その単独重合体のガラス転移温度は０℃未満が好ましく、工業的に一般に使用され
る（メタ）アクリレートポリマーのガラス転移温度を鑑みて－１４０℃以上が好ましい。
【００１７】
上記（メタ）アクリレートとしては、例えば、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリ
レート、イソプロピルアクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチルアク
リレート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート、ｎ－ペンチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアク
リレート、クミルアクリレート、ｎ－ヘプチル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メ
タ）アクリレート、２－メチルヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メ
タ）アクリレート、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、２－メチルオクチル（メタ）アク
リレート、２－エチルヘプチル（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリレート
、２－メチルノニル（メタ）アクリレート、２－エチルオクチル（メタ）アクリレート、
ラウリル（メタ）アクリレート等が挙げられ、これらは単独または２種以上を組み合わせ
て用いることができる
【００１８】
尚、本発明において、単独重合体のガラス転移温度は、高分子学会編「高分子データ・ハ
ンドブック（基礎編）」（１９８６年、培風館社）によった。
【００１９】
上記（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマーとしては、例えば、酢酸ビニル
、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル；その単独重合体のガラス転移温度が－１４０
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℃以上０℃未満の範囲にはいらない（メタ）アクリレート；エチレン、プロピレン等のオ
レフィン；（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、アクリロニトリル、スチレン、塩化ビ
ニリデンなどがあげられる。
【００２０】
上記多官能性モノマーは、塩化ビニルを主成分とするビニルモノマーをグラフト共重合し
て得られる塩化ビニル系樹脂の耐衝撃性を向上させ、更に、上記アクリル系共重合体を製
造する際及び製造後の上記アクリル系共重合体の粒子の合着を抑制する効果を有している
。
【００２１】
上記多官能性モノマーとしては、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパン
ジ（メタ）アクリレート等のジ（メタ）アクリレート；トリメチロールプロパントリ（メ
タ）アクリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート、ペンタエリストールトリ（メタ）アクリレート等のトリ（メタ）アクリレート；
ペンタエリストールテトラ（メタ）アクリレート；ジペンタエリストールヘキサ（メタ）
アクリレート、ジアリルフタレート、ジアリルマレート、ジアリルフマレート、ジアリル
サクシネート、トリアリルイソシアヌレート等のジもしくはトリアリル化合物；ジビニル
ベンゼン、ブタジエン等のジビニル化合物等が挙げられ、これらは単独または２種類以上
を組み合わせて用いることができる。
【００２２】
上記アクリル共重合体は、上記（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノ
マーと、上記多官能性モノマーとからなり、上記多官能性モノマーの配合量は、上記（メ
タ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマー１００重量部に対して、０．１
～１０重量部である。
【００２３】
上記多官能性モノマーの配合量が、０．１重量部未満では、アクリル系共重合体が塩化ビ
ニル系樹脂中で独立した粒子形状を保てなくなるため、塩化ビニル系樹脂の耐衝撃性が低
下する。一方、１０重量部を越えると、アクリル系共重合体の架橋密度が高くなり、有効
な耐衝撃性が得られなくなるため上記範囲が好ましい。
【００２４】
又、異なる好適なエラストマー成分は、単独重合体のガラス転移温度が－１４０℃以上－
６０℃未満である少なくとも１種類の（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合
性モノマー１００重量部と、多官能性モノマー０．１～１０重量部とからなるアクリル系
共重合体４０～９０重量％に、単独重合体のガラス転移温度が－５５℃以上０℃未満であ
る（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマー１００重量部と多官能性
モノマー１．５～１０重量部の混合モノマー１０～６０重量％をグラフト共重合したコア
－シェル構造からなる共重合体である。
【００２５】
上記（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマーは、（メタ）アクリレ
ートを主体とする。即ち、（メタ）アクリレート単独若しくは（メタ）アクリレートを主
体（５０重量％以上含む）とする、（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマー
との混合物である。
【００２６】
上記単独重合体のガラス転移温度が－１４０℃以上－６０℃未満である少なくとも１種類
の（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマーは、共重合体粒子の中心
部（以下コアとする）を形成し、塩化ビニル系樹脂の耐衝撃性を向上させるものであり、
高速の歪みに対しても充分な柔軟性を有するのが好ましく、単独重合体のガラス転移温度
が－６０℃未満であることが好ましく、工業的に一般に使用される（メタ）アクリレート
重合体のガラス転移温度を鑑みて－１４０℃以上が好ましい。
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【００２７】
上記（メタ）アクリレートとしては、例えば、ｎ－ヘプチルアクリレート、ｎ－オクチル
アクリレート、２－メチルヘプチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ｎ
－ノニルアクリレート、２－メチルオクチルアクリレート、２－エチルヘプチルアクリレ
ート、ｎ－デシルアクリレート、２－メチルノニルアクリレート、２－エチルオクチルア
クリレート等が挙げられ、これらは単独または２種以上を組み合わせて用いることができ
る。
【００２８】
上記（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマーとしては、例えば、酢酸ビニル
、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル；その単独重合体のガラス転移温度は－１４０
℃以上－６０℃未満の範囲にはいらない、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート；エチレン、プロピレン等のオレフィン
；（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、アクリロニトリル、スチレン、塩化ビニリデン
などがあげられる。
【００２９】
上記アクリル系共重合体は、上記ラジカル重合性モノマーと多官能性モノマーよりなるが
、多官能性モノマーとしては前述の多官能性モノマーが使用される。又、上記多官能性モ
ノマーの配合量は、上記ラジカル重合性モノマー１００重量部に対して、０．１～１０重
量部が好ましい。
【００３０】
上記多官能性モノマーの配合量が、０．１重量部未満では、アクリル系共重合体が塩化ビ
ニル系樹脂中で独立した粒子形状を保てなくなるため、塩化ビニル系樹脂の耐衝撃性が低
下する。一方、１０重量部を越えると、アクリル系共重合体の架橋密度が高くなり、有効
な耐衝撃性が得られなくなるため上記範囲が好ましい。
【００３１】
上記共重合体は、上記アクリル系共重合体４０～９０重量％に、単独重合体のガラス転移
温度が－５５℃以上０℃未満である（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性
モノマー１００重量部と多官能性モノマー１．５～１０重量部の混合モノマー１０～６０
重量％をグラフト共重合したコアーシェル構造からなる共重合体である。
【００３２】
上記（メタ）アクリレートを主成分とするラジカル重合性モノマーは、（メタ）アクリレ
ートを主体とする。即ち、（メタ）アクリレート単独若しくは（メタ）アクリレートを主
体（５０重量％以上含む）とする、（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマー
との混合物である。
【００３３】
上記単独重合体のガラス転移温度が－５５℃以上０℃未満である（メタ）アクリレートを
主成分とするラジカル重合性モノマーはコアポリマー存在下で重合され、共重合体粒子の
外殻部（以下シェルとする）の主成分を形成し、塩化ビニル系樹脂の耐衝撃性を向上させ
ると共にコアの低ガラス転移温度のポリマーを被覆して共重合体粒子の粘着性を低減させ
る。
【００３４】
従って、単独重合体のガラス転移温度が－５５℃以上であることが好ましく、ある程度の
柔軟性を保持する上で０℃未満が好ましい。
【００３５】
上記単独重合体のガラス転移温度が－５５℃以上０℃未満である（メタ）アクリレートと
しては、例えば、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、イソプロピルアクリ
レート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチルアクリレート、sec －ブチルアク
リレート、ｎ－ペンチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、クミルアクリレート
、ｎ－ヘプチルメタクリレート、ｎ－オクチルメタクリレート、２－メチルヘプチルメタ
クリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ｎ－ノニルメタクリレート、２－メチ
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ルオクチルメタクリレート、２－エチルヘプチルメタクリレート、ｎ－デシルメタクリレ
ート、２－メチルノニルメタクリレート、２－エチルオクチルメタクリレート、ラウリル
（メタ）アクリレート等が挙げられる。これらは単独または２種以上を組み合わせて用い
ることができる。
【００３６】
上記（メタ）アクリレートと共重合可能なビニルモノマーとしては、例えば、酢酸ビニル
、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル；その単独重合体のガラス転移温度は－５５℃
以上０℃未満の範囲にはいらない（メタ）アクリレート；エチレン、プロピレン等のオレ
フィン；（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、アクリロニトリル、スチレン、塩化ビニ
リデンなどがあげられる。
【００３７】
上記混合モノマーは、上記ラジカル重合性モノマーと多官能性モノマーよりなるが、多官
能性モノマーとしては前述の多官能性モノマーが使用される。
又、上記多官能性モノマーの配合量は、上記ラジカル重合性モノマー１００重量部に対し
て、１．５～１０重量部が好ましい。
【００３８】
上記多官能性モノマーの配合量は、少なくなると共重合体の粒子が合着しやすくなり、塩
化ビニル系樹脂の耐衝撃性が低下する。一方、１０重量部を越えると、アクリル系共重合
体の架橋密度が高くなり、有効な耐衝撃性が得られなくなるため上記範囲が好ましい。
【００３９】
上記共重合体は、前記アクリル系共重合体４０～９０重量％に、混合モノマー１０～６０
重量％をグラフト共重合したコア－シェル構造からなる共重合体である。
【００４０】
前記アクリル系共重合体の量は少なくなると、塩化ビニル系樹脂の柔軟性が減少して耐衝
撃性が低下し、多くなると、共重合体粒子表面の粘着性が増し、塩化ビニル系樹脂の製造
が困難になるので上記範囲が好ましい。
【００４１】
上記ラジカル重合性モノマーと上記多官能性モノマーとを共重合する方法としては、例え
ば、乳化重合法、懸濁重合法等が挙げられ、これらの中では、耐衝撃性の発現性がよく、
アクリル系共重合体の粒子径の制御が行い易い点から乳化重合法が好ましい。尚、上記共
重合とは、ランダム共重合、ブロック共重合、グラフト共重合等すべての共重合をいう。
【００４２】
上記乳化重合法は、従来公知の任意の方法で行うことができ、例えば、必要に応じて、乳
化分散剤、重合開始剤、ｐＨ調整剤、酸化防止剤等を添加して重合してもよい。
【００４３】
上記乳化分散剤は、ラジカル重合性モノマー成分と多官能性モノマーとの混合物（以下、
モノマー混合物ともいう）の乳化液中での分散安定性を向上させ、重合を効率的に行うた
めに用いるものである。
【００４４】
上記乳化分散剤としては、乳化重合で一般に使用されている乳化分散剤であれば、特に限
定されず、例えば、アニオン系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤、部分ケン化ポリ酢酸
ビニル、セルロース系分散剤、ゼラチン等が挙げられる。
【００４５】
これらの中では、アニオン系界面活性剤が好ましく、上記アニオン系界面活性剤の具体例
としては、例えば、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテルアンモニウムサルフェー
ト（第一工業製薬社製「ハイテノールＮ－０８」）等が挙げられる。
【００４６】
上記重合開始剤としては、乳化重合で一般に使用されている乳化分散剤であれば、特に限
定されず、例えば、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過酸化水素水等の水溶性重合
開始剤、ベンゾイルパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド等の有機系過酸化物、ア
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ゾビスイソブチロニトリル等のアゾ系開始剤等が挙げられる。
【００４７】
上記乳化重合法の種類は、例えば、一括重合法、モノマー滴下法、エマルジョン滴下法等
が挙げられる。
【００４８】
上記一括重合法は、重合反応器内に純水、乳化分散剤及びモノマー混合物を一括して添加
し、窒素気流中で撹拌して充分乳化した後、反応器内を所定の温度に昇温して重合させる
方法である。
【００４９】
上記モノマー滴下法は、重合反応器内に純水、乳化分散剤及び重合開始剤を添加し、窒素
気流下による酸素除去を行い、反応器内を所定の温度に昇温した後、モノマー混合物を一
定量ずつ滴下して重合させる方法である。
【００５０】
上記エマルジョン滴下法は、モノマー混合物、乳化分散剤及び純水を撹拌して乳化モノマ
ーを予め調製し、次いで、重合反応器内に純水及び重合開始剤を供給し、窒素気流下によ
る酸素除去を行い、反応器内を所定の温度に昇温した後、上記乳化モノマーを一定量ずつ
滴下して重合させる方法である。
【００５１】
上記コア－シェル構造の共重合体の製造方法も、特に限定されず、例えば、先ず、コア部
を形成する、上記ラジカル重合性モノマー成分と多官能性モノマー、純水及び乳化剤から
調整した乳化モノマーに重合開始剤を加えて重合反応を行い、コア部の樹脂粒子を形成し
、次いでシェル部を構成する混合モノマー（上記ラジカル重合性モノマー成分と多官能性
モノマー）、純水及び乳化剤から調整した乳化モノマーを添加し、上記コア部にシェル部
をグラフト共重合させる方法等が挙げられる。
【００５２】
このようにして得られた共重合体は、コア部の表面をシェル部が三次元的に覆い、シェル
部を構成する共重合体とコア部を構成する共重合体とが部分的に共有結合し、シェル部が
三次元的な架橋構造を形成している。
【００５３】
上記方法において、上記シェル部のグラフト共重合は、上記コア部の重合と同一の重合行
程で連続して行ってもよい。
【００５４】
上記コア部とシェル部の割合は、上記乳化重合法において、コア部を形成する混合モノマ
ーとシェル部を形成する混合モノマーとの割合を調整することによって調節可能である。
【００５５】
上記したような重合方法において、反応終了後に得られるアクリル系共重合体の固形分比
率は、アクリル系共重合体の生産性、重合反応の安定性の点から１０～６０重量％が好ま
しい。
【００５６】
エラストマー成分の平均粒子径は、０．０１μｍより小さくなると微粒子を多数含むこと
になり成形時の金型付着、外観不良の原因となり、また平均粒子径が大きすぎても耐衝撃
性、機械的強度がともに低下するので０．０１～１μｍが好ましい。
【００５７】
上記グラフト共重合体は、エラストマー成分が少なくなると耐衝撃性が低下し、逆に多く
なると曲げ強度や引張強度等の機械的強度が低下するので、エラストマー成分１～３０重
量％に塩化ビニルを主成分とするビニルモノマー７０～９９重量％がグラフト共重合され
るのが好ましく、より好ましくはエラストマー成分４～２０重量％と塩化ビニルを主成分
とするビニルモノマー８０～９６重量％である。
【００５８】
上記塩化ビニルを主成分とするビニルモノマーは、塩化ビニルを主体とする。即ち、塩化



(8) JP 4102229 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

ビニル単独若しくは塩化ビニルを主体（５０重量％以上含む）とする、塩化ビニルと共重
合可能なビニルモノマーとの混合物である。
【００５９】
上記塩化ビニルと共重合可能なビニルモノマーとしては、例えば、酢酸ビニル、プロピオ
ン酸ビニル等のビニルエステル；メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレ
ート等の（メタ）アクリレート；エチレン、プロピレン等のオレフィン；（メタ）アクリ
ル酸、無水マレイン酸、アクリロニトリル、スチレン、塩化ビニリデンなどがあげられる
。
【００６０】
上記グラフト共重合体中のポリ塩化ビニルの重合度は、小さすぎても大きすぎても充分な
成形品の成形性が得られにくくなるため、３００～４０００が好ましく、より好ましくは
４００～１６００である。
【００６１】
上記エラストマー成分に、塩化ビニルを主成分とするビニルモノマーをグラフト重合する
方法としては、特に限定されず、例えば、懸濁重合法、乳化重合法、溶液重合法、塊状重
合法等が挙げられ、懸濁重合法が好ましい。
【００６２】
上記懸濁重合法により重合を行う際には、分散剤、重合開始剤等を用いてもよい。
【００６３】
上記分散剤は、上記エラストマー成分の分散安定性を向上させ、塩化ビニルを主成分とす
るビニルモノマーのグラフト重合を効率的に行う目的で添加されるものであり、例えば、
ポリ（メタ）アクリル酸塩、（メタ）アクリル酸塩－アルキルアクリレート共重合体、メ
チルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリエチレ
ングリコール、ポリ酢酸ビニル及びその部分ケン化物、ゼラチン、ポリビニルピロリドン
、デンプン、無水マレイン酸－スチレン共重合体等が挙げられ、これらは単独または２種
類以上組み合わせて用いることができる。
【００６４】
上記重合開始剤としては、特に限定されないが、ラジカル重合開始剤がグラフト共重合に
有利であるという理由から好適に用いられる。例えば、ラウロイルパーオキサイド、ｔ－
ブチルパーオキシピバレート、ジイソプロピルパーオキシジカーボネート、ジオクチルパ
ーオキシジカーボネート、t-ブチルパーオキシネオデカノエート、 αー クミルパーオキ
シネオデカノエート等の有機パーオキサイド類、２，２－アゾビスイソブチロニトリル、
２，２－アゾビス－２，４－ジメチルバレロニトリル等のアゾ化合物等が挙げられる。
【００６５】
又、塩化ビニルを主成分とするビニルモノマーをグラフト共重合する際に、重合中に重合
槽内に付着するスケールを減少させる目的で、上記エラストマー成分の分散溶液に凝集剤
を添加しても良い。更に、必要に応じて、ｐＨ調整剤、酸化防止剤等を添加してもよい。
【００６６】
上記懸濁重 法としては、例えば、以下の方法を用いることができる。即ち、温度調整機
及び撹拌機を備えた反応容器に、純水、エラストマー成分分散溶液、分散剤、重合開始剤
及び必要に応じて水溶性増粘剤、重合度調節剤を投入する。
【００６７】
その後、真空ポンプで重合器内の空気を排出し、更に撹拌条件下で塩化ビニルを主成分と
するビニルモノマーを投入した後、反応容器内をジャケットにより加熱し、グラフト重合
を行う。
【００６８】
このとき、重合温度は３０～９０℃、重合時間は２～２０時間が好ましい。
上記した懸濁重合法では、ジャケット温度を変えることにより反応容器内の温度、つまり
重合温度を制御することが可能である。
【００６９】
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反応終了後は、未反応の塩化ビニル等を除去してスラリー状にし、更に脱水乾燥すること
によりグラフト共重合体が得られる。
【００７０】
上記の製造方法で得られたグラフト共重合体は、アクリル系共重合体にポリ塩化ビニルが
直接グラフト結合しているので、耐衝撃性に優れるとともに機械的強度にも優れる。
【００７１】
　本発明で使用されるウォラストナイトからなる針状無機物の針状とは、長径が短径の３
倍以上の針状、紡錘状、円柱状等の粒子形を意味する。
【００７３】
これらの無機物の添加量は塩化ビニル系樹脂１００重量部に対して、１０～６０重量部で
ある。添加量が１０重量部未満では、線膨張率の改善効果が不十分であり、また６０重量
部を越えると耐衝撃性、成形加工性が低下する。
【００７４】
　本発明において使用される塩化ビニル系樹脂成形体用配合剤とは、塩化ビニル樹脂成形
体を製造する際に一般的に添加されている配合剤であり、例えば、熱安定剤、安定化助剤
、滑剤、加工助剤、酸化防止剤、光安定剤、顔料、無機充填剤、可塑剤等が挙げられる。
【００７５】
上記熱安定剤としては、塩化ビニル樹脂系組成物を成形する際に使用されている熱安定剤
であれば、特に限定されず、例えば、ジメチル錫メルカプト、ジブチル錫メルカプト、ジ
オクチル錫メルカプト、ジブチル錫マレート、ジブチル錫マレートポリマー、ジオクチル
錫マレート、ジオクチル錫マレートポリマー、ジブチル錫ラウレート、ジブチル錫ラウレ
ートポリマー等の有機錫安定剤、ステアリン酸鉛、二塩基性亜リン酸鉛、三塩基性硫酸鉛
等の鉛系安定剤、カルシウム－亜鉛系安定剤、バリウム－亜鉛系安定剤、バリウム－カド
ミウム系安定剤等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよ
い。
【００７６】
上記安定化助剤としては、塩化ビニル樹脂系組成物を成形する際に使用されている安定化
助剤であれば、特に限定されず、例えば、エポキシ化大豆油、エポキシ化アマニ豆油エポ
キシ化テトラヒドロフタレート、エポキシ化ポリブタジエン、リン酸エステル等が挙げら
れる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００７７】
上記滑剤としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている滑剤であれば
、特に限定されず、例えば、モンタン酸ワックス、パラフィンワックス、ポリエチレンワ
ックス、ステアリン酸、ステアリルアルコール、ステアリン酸ブチル等が挙げられる。こ
れらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００７８】
上記加工助剤としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている加工助剤
であれば、特に限定されず、例えば、重量平均分子量１０万～２００万のアルキルアクリ
レート／アルキルメタクリレート共重合体であるアクリル系加工助剤が挙げられ、具体例
としては、ｎ－ブチルアクリレート／メチルメタクリレート共重合体、２－エチルヘキシ
ルアクリレート／メチルメタクリレート／ブチルメタクリレート共重合体等が挙げられる
。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００７９】
上記酸化防止剤としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている酸化防
止剤であれば、特に限定されず、例えば、フェノール系抗酸化剤等が挙げられる。これら
は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００８０】
上記光安定剤としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている光安定剤
であれば、特に限定されず、例えば、サリチル酸エステル系、ベンゾフェノン系、ベンゾ
トリアゾール系、シアノアクリレート系等の紫外線吸収剤、あるいはヒンダードアミン系
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の光安定剤等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００８１】
上記顔料としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている顔料であれば
、特に限定されず、例えば、アゾ系、フタロシアニン系、スレン系、染料レーキ系等の有
機顔料、酸化物系、クロム酸モリブデン系、硫化物・セレン化物系、フェロシアン化物系
等の無機顔料等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい
。
【００８２】
上記無機充填剤としては塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている無機充填
剤であれば、特に限定されず、例えば、炭酸カルシウム、タルク等が挙げられる。これら
は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００８３】
上記可塑剤としては、塩化ビニル系樹脂組成物を成形する際に使用されている可塑剤であ
れば、特に限定されず、例えば、ジブチルフタレート、ジ－２－エチルヘキシルフタレー
ト、ジ－２－エチルヘキシルアジペート等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、
２種以上を併用してもよい。
【００８４】
　本発明の塩化ビニル系樹脂組成物は上記エラストマー成分を１～３０重量％含む塩化ビ
ニル系樹脂、ウォラストナイトからなる針状無機物及び塩化ビニル系樹脂成形体用配合物
からなるが、塩化ビニル系樹脂と前記配合物を混合した後に針状無機物をミキサーの周速
度が５～４０ｍ／ｓｅｃの条件で混合する。
【００８５】
　針状無機物を塩化ビニル系樹脂成形体用配合物より先に、あるいは同時に混合すると、
混合時に過度の剪断がかかり針状無機物が折れ、アスペクト比が小さくなってしまい線膨
張率が悪化してしまうので、塩化ビニル系樹脂と前記配合物を混合した後に針状無機物を
混合するのである。
【００８６】
　又、針状無機物の混合する場合のミキサーの周速度が５ｍ／ｓｅｃより遅いと、針状無
機物の分散が悪くなり、成形品に凝集物が発生し、物性低下や外観不良を起こす。一方、
ミキサーの周速度が４０ｍ／ｓｅｃより速いと針状無機物が折れ、アスペクト比が小さく
なってしまい線膨張率が悪化してしまうので５～４０ｍ／ｓｅｃの条件で混合するのであ
り、好ましくは１０～３０ｍ／ｓｅｃである。
【００８７】
　又、針状無機物を混合する際の混合時間は、短いと針状無機物の分散が悪くなり、成形
品に凝集物が発生し、物性低下や外観不良が発生し、長くなると針状無機物が折れ、アス
ペクト比が小さくなってしまい線膨張率が悪化してしまうので３０秒～１０分が好ましく
、より好ましくは１分～５分である。
【００８８】
　請求項２記載の塩化ビニル系樹脂組成物は、エラストマー成分を１～３０重量％含む塩
化ビニル系樹脂１００重量部、ウォラストナイトからなる針状無機物１０～６０重量部及
び塩化ビニル系樹脂成形体用配合物からなる塩化ビニル系樹脂組成物であって、該塩化ビ
ニル系樹脂に塩化ビニル系樹脂成形体用配合剤を混合した後に、上記針状無機物を添加し
、ミキサーにおいて剪断エネルギーが０．１～２０Ｊ／ｇの条件で混合してなることを特
徴とする。
【００８９】
塩化ビニル系樹脂組成物をミキサーで混合する際に、塩化ビニル系樹脂組成物が受ける剪
断エネルギーＥ（Ｊ／ｇ）は下記式で求められる。
Ｅ＝４０００Ｗ×Ｔ×Ｙ
尚、式中、Ｗは使用時負荷（ミキサーに塩化ビニル系樹脂組成物を供給して回転した時の
負荷）－無負荷（空のミキサーを回転した時の負荷）（ＫＷ）、Ｔは混合時間（分）、Ｙ
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はバッチ仕込量（Ｋｇ）を示す。
【００９０】
剪断エネルギーが０．１Ｊ/ ｇ未満で混合された際には、針状又は板状無機物の分散が悪
くなり、成形品に凝集物が発生し、物性低下や外観不良が発生する。一方、剪断エネルギ
ーが２０Ｊ/ ｇ以上になると、針状又は板状無機物が折れ、アスペクト比が小さくなって
しまい線膨張率が悪化してしまうので、混合の際の剪断エネルギーは０．１～２０Ｊ/ ｇ
であり、好ましくは、１～１５Ｊ/ ｇである。
【００９１】
混合方法については、ホットブレンドとコールドブレンドのいずれの方法を用いても良い
が、針状又は板状無機物の分散性の優れたホットブレンドが好ましい。
【００９２】
上記ミキサーとしては、一般に塩化ビニル系樹脂のコンパウンディングに用いられるミキ
サーであれば良く、例えば、スーパーミキサー、ヘンシェルミキサー、リボンブレンダー
等が挙げられる。
【００９３】
本発明の塩化ビニル系樹脂組成物から成形体を成形する方法は、従来公知の任意の方法が
採用でき、例えば、押出成形法、射出成形法、カレンダー成形法、プレス成形法等が挙げ
られる。
【００９４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例について説明するが、下記の例に限定されるものではない。
【００９５】
乳化モノマーの調製
２－エチルヘキシルアクリレート４０重量部、トリメチロールプロパントリアクリレート
０．２重量部、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテルアンモニウムサルフェート０
．５重量部及び純水２４重量部を混合して、コア層形成用乳化モノマーを調製した。
【００９６】
又、ｎ－ブチルアクリレート６０重量部、トリメチロールプロパントリアクリレート０．
３重量部、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテルアンモニウムサルフェート０．５
重量部及び純水３６重量部混合して、シェル層形成用乳化モノマーを調製した。
【００９７】
アクリル系共重合体の作製
次に撹拌機及び還流冷却器を備えた反応器に、純水１６０重量部を供給し、反応器内の酸
素を窒素により置換した後、撹拌下で純水の温度を７０℃まで昇温した。昇温終了後、反
応器に過硫酸アンモニウム０．５重量部とコア層形成用乳化モノマーの５０重量％を一括
して投入し、重合を開始した。
【００９８】
続いて、コア層形成用モノマーの残りを滴下した。更に、コア層形成用モノマーの滴下が
終了次第、シェル層形成用乳化モノマーを順次滴下した。
【００９９】
全ての乳化モノマーの滴下を３時間で終了し、その後、１時間の熟成期間をおいた後、重
合を終了して固形分濃度約３０重量％、粒子径０．１μｍのアクリル系共重合体ラテック
ス（以下「ラテックス」という）を得た。
【０１００】
グラフト共重合体の作製
撹拌機及びジャケットを備えた重合器に、純水１７０重量部、上記ラテックス９重量部、
部分けん化ポリビニルアルコール（クラレ社製、クラレポバールＬ－８）の３重量％水溶
液５重量部、ヒドロキシプロピルメチルセルロース（信越化学社製、メトローズ６０ＳＨ
５０）の３重量％水溶液２. ５重量部、ｔ－ブチルパーオキシピバレート０. ０３重量部
及び硫酸アルミニウムをアクリル系共重合体固形分９重量部に対してアルミニウムイオン
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が３０００ｐｐｍとなるよう一括投入した。
【０１０１】
次いで、真空ポンプで重合器内の空気を排出し、攪拌条件下で塩化ビニルモノマー１００
重量部を投入した。その後、ジャケット温度の制御により重合温度５７．５℃にてグラフ
ト重合を開始した。
【０１０２】
重合器内の圧力が０．７２ＭＰａの圧力まで低下したところで塩化ビニルモノマーの重合
率が８０％になるので反応終了を確認し、消泡剤（東レ社製、東レシリコンＳＨ５５１０
）を加圧添加した後に反応を停止した。
【０１０３】
その後、未反応の塩化ビニルモノマーを除去し、更に脱水乾燥することにより塩化ビニル
系樹脂を得た。得られた塩化ビニル系樹脂中の塩化ビニルの重合度は約１０００であり、
アクリル系共重合体の含有量は５重量％であった。
【０１０４】
（実施例１～４、６）
得られた塩化ビニル系樹脂１００重量部、有機錫系熱安定剤（三共有機合成社製、商品名
：ＯＮＺ－７Ｆ）１．０重量部、滑剤Ａ（三井化学社製、商品名：ＨＩＷＡＸ２２０ＭＰ
）０．５重量部及び滑剤Ｂ（理研ビタミン社製、商品名：ＳＬ－０２）０．５重量部の比
率で２０Ｌスーパーミキサー（カワタ社製）に供給し、３２ｍ／ｓｅｃの周速度で攪拌し
ながら１１０℃まで昇温した。
【０１０５】
その後、ウォラストナイト（キンセイマテック社製、商品名：ＳＨ６００）４０重量部を
添加し、表１に示した周速度で３分間攪拌混合して塩化ビニル系樹脂組成物を得た。尚、
塩化ビニル系樹脂組成物の１バッチ仕込量は７Ｋｇであった。
【０１０６】
得られた塩化ビニル系樹脂組成物をラボプラストミル押出機（ブラベンダー社製、２０ｍ
ｍコニカル）に供給し、樹脂温度１９０℃、押出量５ｋｇ／ｈｒの条件で押出を行い、幅
３０ｍｍ、厚さ２ｍｍの長尺板状成形体を得た。
【０１０７】
得られた板状成形体を用いて、線膨張率と耐衝撃性を測定し、外観を観察してその結果を
表１に示した。
【０１０８】
（実施例５、７）
２０Ｌスーパーミキサー（カワタ社製）に代えて、２００Ｌスーパーミキサー（カワタ社
製）を用い、塩化ビニル系樹脂組成物の仕込量を表１に示した通り変更し、ウォラストナ
イトの添加後に表１に示した周速度で攪拌混合した以外は実施例１で行ったと同様にして
塩化ビニル系樹脂組成物を得た。
【０１０９】
（実施例８、９）
２０Ｌスーパーミキサー（カワタ社製）に代えて、５００Ｌスーパーミキサー（カワタ社
製）を用い、塩化ビニル系樹脂組成物の仕込量を表１に示した通り変更し、ウォラストナ
イトの添加後に表１に示した周速度で攪拌混合した以外は実施例１で行ったと同様にして
塩化ビニル系樹脂組成物を得た。
【０１１０】
得られた塩化ビニル系樹脂組成物を押出機（プラスチック工学研究所社製、商品名：ＢＴ
－５０、５０ｍｍパラレル）に供給し、樹脂温度１９５℃、押出量２０ｋｇ／ｈｒの条件
で押出を行い、雨樋形状の成形体を得た。
【０１１１】
得られた雨樋形状の成形体を用いて、線膨張率と耐衝撃性を測定し、外観を観察してその
結果を表１に示した。
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（比較例１）
得られた塩化ビニル系樹脂１００重量部、ウォラストナイト（キンセイマテック社製、商
品名：ＳＨ６００）４０重量部、有機錫系熱安定剤（三共有機合成社製、商品名：ＯＮＺ
－７Ｆ）１．０重量部、滑剤Ａ（三井化学社製、商品名：ＨＩＷＡＸ２２０ＭＰ）０．５
重量部及び滑剤Ｂ（理研ビタミン社製、商品名：ＳＬ－０２）０．５重量部を同時に２０
０Ｌスーパーミキサー（カワタ社製）に供給し、３２ｍ／ｓｅｃの周速度で攪拌しながら
１１０℃まで昇温し攪拌混合した。尚、塩化ビニル系樹脂組成物の１バッチ仕込量は７０
Ｋｇであった。
【０１１３】
得られた塩化ビニル系樹脂組成物を用いて、実施例１で行ったと同様にして雨樋形状の成
形体を得、線膨張率と耐衝撃性を測定し、外観を観察してその結果を表１に示した。
【０１１４】
（比較例２）
２０Ｌスーパーミキサー（カワタ社製）に代えて、２１０Ｌリボンブレンダー（カワタ社
製）を用い、ウォラストナイトの添加後に表１に示した周速度で攪拌混合した以外は実施
例１で行ったと同様にして塩化ビニル系樹脂組成物を得た。尚、塩化ビニル系樹脂組成物
の１バッチ仕込量は７０Ｋｇであった。
【０１１５】
得られた塩化ビニル系樹脂組成物を用いて、実施例１で行ったと同様にして雨樋形状の成
形体を得、線膨張率と耐衝撃性を測定し、外観を観察してその結果を表１に示した。
【０１１６】
線膨張率と耐衝撃性の測定方法及び外観の評価方法は以下の通りである。
（１）線膨張率
プラスチックの線膨張試験方法（ＪＩＳ　Ｋ　７１９７）に準拠し、線膨張率を測定した
。測定温度は２３℃～７０℃であり、昇温速度は５℃／ｍｉｎ、単位は（１０-5／℃）で
ある。
【０１１７】
（２）耐衝撃性
硬質プラスチックのシャルピー衝撃試験方法（ＪＩＳ　Ｋ　７１１１）に準拠し、エッジ
ワイズ衝撃試験片でシャルピー衝撃強度を測定した。測定温度は２３℃であり、単位は（
Ｋｊ／ｍ2 ）である。ＳＩ単位換算：１Ｋｇｆ・ｃｍ／ｃｍ2 ＝０．９８０７Ｋｊ／ｍ2

【０１１８】
（３）外観
得られた成形体の外観を目視で下記の通り評価した。
○；表面に異物なし
×；表面に異物あり
【０１１９】
【表１】
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【０１２０】
【発明の効果】
　請求項１記載の塩化ビニル系樹脂組成物の構成は上述の通りであり、エラストマー成分
を１～３０重量％含む塩化ビニル系樹脂に塩化ビニル系樹脂成形体用配合剤を混合した後
に、針状無機物を添加し、ミキサーの周速度が５～４０ｍ／ｓｅｃの条件で混合するので
、針状無機物が細かく破断されることがなく、初期のアスペクト比を保持した針状無機物
を含有する塩化ビニル系樹脂組成物を得ることができる。
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【０１２１】
　請求項２記載の塩化ビニル系樹脂組成物の構成は上述の通りであり、ラストマー成分を
１～３０重量％含む塩化ビニル系樹脂に塩化ビニル系樹脂成形体用配合剤を混合した後に
、針状無機物を添加しミキサーにおいて剪断エネルギーが０．１～２０Ｊ／ｇの条件で混
合するので、針状無機物が細かく破断されることがなく、初期のアスペクト比を保持した
針状無機物を含有する塩化ビニル系樹脂組成物を得ることができる。
【０１２２】
請求項３記載の塩化ビニル系樹脂組成物は、針状又は板状無機物が塩化ビニル系樹脂１０
０重量部に対し１０～６０重量部添加されているので、本発明の塩化ビニル系樹脂組成物
から得られる成形体は、線膨張率が小さく、耐衝撃性が優れており、外観も美麗である。
【０１２３】
請求項４記載の塩化ビニル系樹脂組成物は、塩化ビニル系樹脂が、エラストマー成分１～
３０重量％に塩化ビニルを主成分とするビニルモノマー７０～９９重量％をグラフト共重
合して得られる塩化ビニル系樹脂であるとより耐衝撃性が優れている。
【０１２４】
従って、本発明の塩化ビニル系樹脂組成物から得られる成形体は雨樋、窓枠部材等の住宅
資材、硬質塩化ビニル管、継手などの管工機材等で特に線膨張率、耐衝撃性を必要とする
用途に好適に用いられる。
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